
 

お知らせ 

平成２９年 ３月１０日  

資資料料提提供供先先      三三次次記記者者ククララブブ  

  

三次市街地と馬洗川周辺の賑わい創出計画を変更 

～「三次市三川合流部かわまちづくり」計画の登録証（変更）伝達式の開催～ 

  

  

  
  

  

  
  

  

  
  

資料提供先  三次市役所 三次記者クラブ 
  
  

  

  
      

  

  
  

  

 
 
 
 
 

問い合わせ先：国土交通省三次河川国道事務所 

   （担当）副所長（河川）   田村
た む ら

 実
みのる

 

   （担当）建設監督官     栗原
くりはら

 淳
じゅん

 
     TEL：（０８２４）６３－４１２１ 
     FAX：（０８２４）６４－２２４０ 
     URL：http://www.cgr.mlit.go.jp/miyoshi/ 

国土交通省では、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者が連携し、「河川空間」と「ま

ち空間」が融合した良好な空間形成を目指す取組として、河川管理施設の整備等を通じて支援す

る「かわまちづくり」支援制度」を、平成２１年度から運用しています。 

三次市では、「三次市三川合流部かわまちづくり計画」として平成22年に計画が登録され、これ

まで、花火観覧にも利用される階段護岸や水際の散策路（河川管理用通路）を国が整備、また三

次市は、街灯やベンチの整備を行ってきました。 

この度、新たなまちづくりの一環として、馬洗川沿いの周遊性を確保するための河川管理用通

路整備や三次鵜飼を観覧するための護岸整備、河川堤防に桜づつみの整備、そのほかオープン

カフェなどの社会実験を盛り込み、「三次市三川合流部かわまちづくり」計画【変更】が三次市より

申請され、平成２９年３月７日付けで登録されました。 

 つきましては、下記のとおり登録証伝達式を行います。 

 

記 

 

伝達式日時 ： 平成２９年３月１７日（金） １４：００から 

場      所 ： 三次市役所３階会議室（危機管理課前） 

出  席  者 ： 三次市長 

国土交通省三次河川国道事務所長 

三次市かわまちづくり懇話会委員 

議 事 次 第：  １）三次河川国道事務所長 挨拶 

（予定）     ２）登録証伝達 

３）三次市長挨拶 

４）記念撮影 

三次河川国道事務所 
Miyoshi office of River and National Highway 

国土を整え、全力で備える 

中国地方整備局 



市町村名： 広島県三次市

対象河川： 江の川水系江の川、馬洗川、西城川

「三次市三川合流部かわまちづくり」（国土交通省、三次市）

２．ハード、ソフト施策内容

三次の鵜飼

・ハード（国）：護岸整備、河川管理用通路整備 等
・ハード（市）：街路灯、ベンチ設置 等
・ソフト （市）：ウォーキングマップ作成 等

広島県

江の川

整備箇所

【 別 紙 】
み よ し し

みよし し

１．概要
江の川水系江の川、馬洗川、西城川における「三次市三川合流部かわまちづくり計画」は、平成２

２年９月に登録され、これまでに効率的な河川管理の実施と合わせ、三次市と連携しながら歴史、
文化、観光資源等を活かし、「かわ」と「まち」が一体となったハード、ソフト施策を実施している。
さらに、平成２７年３月には中国やまなみ街道（中国横断自動車道尾道松江線）が全線開通したこ

と等により、定住者や観光客の増加も見込み、新たな三次市のまちづくり及び地元からのニーズに
対応するため、同計画の変更を行い、護岸整備、河川管理用通路整備によって区域全体での更な
る水辺利用空間及び周遊ルートを創出させ、水辺空間の賑わいの創出を図るものである。

３．主な変更内容
・ハード（国）：護岸、河川管理用通路整備の延伸、桜づつみ整備
・ハード（市）：歩道整備、水路整備、桜づつみ整備、健康ウォーキ

ングコースサイン設置追加
・ソフト ：社会実験実施（オープンカフェ、野鳥観察会） 等

位置図

歴史的街なみ（三次町）

かわまちづくり計画エリア内
ソフト：ウォーキングマップ作成、社会実験実施

（オープンカフェ、野鳥観察会）等

三次市三川合流部かわまちづくり計画エリア
凡例

護岸整備箇所

馬洗川・西城川（巴橋付近）
ハード：街路灯・ベンチ整備（市）

歩道整備（市）

ごうのかわ すいけい ごうのかわ ばせんがわ

ベンチ

馬洗川左右岸
ハード：河川管理用通路整備（国）

ウォーキングコースサイン設置（市）

さいじょうがわ

み よ し し

馬洗川左岸、尾関山付近
ハード：河川管理用通路整備（国）

護岸整備、延伸（国）

河川管理用通路整備箇所

野鳥観察会実施状況

馬洗川左岸（十日市親水公園）
ハード：水路整備（市）

ウォーキングサイン

街路灯

ウォーキングマップ

馬洗川右岸（寺戸付近）
ハード：桜づつみ整備（国・市）



オープンカフェ社会実験 
（計画・市） 

 

   畠敷水辺の楽校    十日市親水公園         鵜飼乗船場（既設）・三次の鵜飼         寺戸親水公園    歴史的街なみ（三次町）  

マラソン大会等での堤防利用 
（計画・市） 

※イメージ写真 

馬洗川まつり（H28年7月） 

護岸整備（計画・国） 

「三次市三川合流部かわまちづくり計画」整備イメージ（案）  三次市提供 

三次ワイナリー、三次ＩＣ 

三次駅 

三次市街地 

十日市親水公園 

三次市民ホール
「きりり」 

寺戸親水公園 
八次駅 

畠敷水辺の楽校 

歴史的街なみ
ゾーン 

江の川 

凡 例 
    河川管理用通路（整備済） 
    河川管理用通路（整備予定） 
    護岸、歩道等（整備予定） 

みよしまち 
づくりセンター 

鵜飼乗船場 

河川防災 
ステーション 

三次市三川合流部かわまちづくりの主な整備状況と今後の予定 

河川管理用通路等が繋がることにより、観光拠点や水辺の拠点の周遊性が確保され、より一層の水辺利用が期待される。 

● 三川合流部周辺の観光拠点（既設）・イベント 

鵜飼・観光遊覧船（毎年6月～9月） 

● 今後の整備内容 

 歩道整備（計画・市） 

河川管理用通路（計画・国） 

整備済箇所写真 

● 整備後の利用推進 

不連続の歩道（現況） 

高水敷に歩行通路無（現況） 

【 参 考 】 

三次東ＩＣ 



かわまちづくり支援制度 ～良好なまち空間と水辺空間の形成～

河口から水源地まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性化するため、地域の景観、歴史、文化
及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と
河川管理者の連携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指します。

○事業概要

ソフト対策
・民間事業者による河川敷のイベント広場
やオープンカフェ等への利用制度等を活用
・河川管理者として「地域づくりのための
フォローアップ」を積極的に支援

ハード支援
・まちづくりと一体となった水辺整備を積極的
に支援

管理用通路をフットパスとして活用
（最上川）

最上川／長井市

①地域の創意としての「知恵」を活かした計画を対象
②利活用方策が地域において明確となっているものを対象
③施設の維持管理に地域の協力が得られるものを対象

参考
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